
23 享保の改革における新田開発と米価調整について

一
　
享
保
の
改
革
の
前
提

江
戸
幕
府
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
、
在
職
中
（
一
七
一
六
年
〈
享
保

元
〉
～
四
五
年
〈
延
享
二
〉）
二
九
年
に
わ
た
り
主
導
し
た
享
保
の
改
革

は
、
元
禄
時
代
（
一
六
四
六
～
一
七
〇
九
）
に
顕
在
化
し
た
幕
府
財
政
の

悪
化
へ
の
対
応
を
一
つ
の
契
機
と
し
た
。
財
政
悪
化
は
、
そ
の
ま
ま
幕
府

の
国
家
機
能
、
公
共
機
能
を
低
下
さ
せ
、
社
会
不
安
を
増
大
さ
せ
た
。
し

た
が
っ
て
、
改
革
は
、
財
政
再
建
の
み
な
ら
ず
、
国
家
・
社
会
全
般
の
再

編
作
業
と
し
て
展
開
し
た
。

他
方
、
江
戸
前
期
の
経
済
発
展
に
よ
り
、
米
価
を
基
本
と
す
る
石
高
制

原
理
が
動
揺
し
、
需
給
・
競
争
関
係
に
も
と
づ
く
市
場
原
理
が
拡
大
し
た
。

「
米
価
安
の
諸
色
高
」（
米
価
下
落
と
物
価
高
騰
）
の
現
象
は
、
年
貢
米
を

換
金
し
て
生
活
す
る
武
士
の
困
窮
化
を
招
い
た
。
改
革
は
、
武
士
生
活
の

支
援
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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享
保
の
改
革
に
お
け
る
新
田
開
発
と
米
価
調
整
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

二
　「
大
開
発
」
の
時
代

室
町
時
代
中
期
の
一
四
五
〇
年
頃
か
ら
享
保
の
改
革
期
の
一
七
二
〇
年

頃
ま
で
、
日
本
の
耕
地
は
、
約
九
五
万
町
歩
（
一
町
歩
は
約
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
か
ら
約
三
〇
〇
万
町
歩
へ
と
約
三
倍
に
も
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、

「
大
開
発
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
。
と
く
に
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀

後
半
の
一
〇
〇
年
間
は
、
各
地
の
大
名
が
自
領
の
生
産
力
向
上
の
た
め
大

規
模
な
治
水
工
事
と
耕
地
拡
大
を
実
行
し
、
農
民
も
経
営
安
定
化
と
技
術

改
良
に
努
め
た
た
め
、
列
島
は
そ
の
大
部
分
が
開
発
さ
れ
、
景
観
が
一
変

し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
開
発
は
、
一
七
世
紀
中
期
以
降
停
滞
し
た
。
耕
地
面
積
は
、
先

の
約
三
〇
〇
万
町
歩
か
ら
、
近
代
初
頭
の
一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
の
三

〇
五
万
町
歩
へ
と
、
地
域
差
を
と
も
な
い
つ
つ
も
、
全
体
と
し
て
大
き
な

変
化
は
な
か
っ
た
。
江
戸
中
期
ま
で
に
、
開
発
は
ほ
ぼ
限
界
に
達
し
た
の

で
あ
る
。
当
時
、
備
中
岡
山
藩
の
陽
明
学
者
熊く
ま

沢ざ
わ

蕃ば
ん

山ざ
ん

は
、
著
書
『
集
し
ゅ
う

義ぎ

外が
い

書し
ょ

』
な
ど
に
お
い
て
、
開
発
は
洪
水
を
招
く
の
で
や
め
る
べ
き
と
主
張

し
、
幕
府
も
一
六
六
六
年
（
寛
文
六
）
二
月
、「
山や
ま

川か
わ

掟お
き
て」

と
呼
ば
れ
る

法
令
を
発
布
し
開
発
を
制
限
し
た
。
以
後
、
日
本
の
農
業
は
「
大
開
発
主

義
」
か
ら
、
単
位
面
積
当
た
り
の
肥
料
や
労
働
力
の
増
大
に
よ
っ
て
収
穫

量
の
増
加
を
め
ざ
す
「
精
農
主
義
」
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
享
保
の

改
革
の
新
田
開
発
は
、「
大
開
発
時
代
」
の
終
焉
を
飾
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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三
　
享
保
の
改
革
の
新
田
開
発
　

一
七
二
二
年
（
享
保
七
）
九
月
、
農
財
政
専
管
の
勝か
っ

手て

掛が
か
り

老
中
水み
ず

野の

忠た
だ

之ゆ
き

は
財
政
再
建
案
を
将
軍
吉
宗
に
回
答
し
た
。
そ
の
増
収
案
は
、
新
田

開
発
と
税
制
改
革
を
柱
と
し
た
。
こ
の
う
ち
、
新
田
開
発
は
、
先
行
す
る

同
年
七
月
の
江
戸
日
本
橋
の
高
札
に
始
ま
る
（（『
御
触
書
寛
保
集
成
』
五

五
号
）。
内
容
は
、
全
国
の
幕
府
領
と
私
領
（
大
名
領
、
旗
本
知
行
所
、

寺
社
領
な
ど
）
が
入
り
組
ん
だ
場
所
で
開
発
可
能
な
土
地
は
、
支
配
者
と

地
元
農
民
が
相
談
・
合
意
の
う
え
新
田
開
発
を
出
願
す
る
よ
う
命
じ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
新
田
取
立
仕
形
、
委
細
絵

図
書
付
ニ
し
る
し
、
五
畿
内
は
京
都
町
奉
行
所
、
西
国
・
中
国
筋
ハ
大
坂

町
奉
行
所
、
北
國
筋
・
関
八
州
ハ
江
戸
町
奉
行
所
え
可
願
出
候
」
と
、
開

発
希
望
者
は
、
開
発
の
方
法
と
絵
図
を
記
し
、
近
畿
地
方
は
京
都
町
奉
行

所
、
九
州
・
中
国
地
方
は
大
坂
町
奉
行
所
、
東
北
・
関
東
地
方
は
江
戸
町

奉
行
所
に
出
願
す
る
よ
う
指
示
し
た
点
で
あ
る
。
本
来
、
新
田
開
発
は
農

財
政
担
当
の
幕
府
勘
定
所
や
代
官
が
担
当
し
た
。
町
奉
行
所
が
窓
口
に
な

っ
た
理
由
は
、
後
段
に
「
願
人
或
ハ
金
元
之
も
の
え
巧
を
以
勧
メ
、
金
銀

等
む
さ
ほ
り
取
候
儀
を
専
一
に
存
、
偽
り
を
以
申
出
も
の
あ
ら
ハ
、
吟
味

之
上
相
と
か
む
る
に
て
可
有
之
事
」
と
、
出
願
者
や
出
資
者
を
だ
ま
し
て

不
正
に
利
益
を
得
る
業
者
は
罰
す
る
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
人
資

本
の
導
入
を
は
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
来
幕
府
は
、
町
人
請
負
新
田

を
原
則
禁
止
し
、
商
業
資
本
の
介
入
を
制
限
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
大
き

く
変
更
し
、
商
業
資
本
と
共
生
・
共
存
す
る
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

四
　
新
田
開
発
の
成
果
　

幕
府
の
意
向
を
受
け
、
各
地
で
新
田
開
発
が
展
開
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、

下
総
国
飯
沼
新
田
（
茨
城
県
常
総
市
付
近
）
は
、
利
根
川
と
鬼
怒
川
の
合

流
地
点
の
北
西
部
に
広
が
る
飯
沼
を
干
拓
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
端
は
、

一
人
の
名
主
が
、
江
戸
に
出
た
際
、
日
本
橋
の
高
札
を
見
た
こ
と
に
よ
る
。

さ
っ
そ
く
名
主
は
、
江
戸
北
町
奉
行
の
中
山
時と
き

春は
る

に
出
願
し
、
幕
府
技
術

官
僚
の
井
沢
為た
め

永な
が

が
担
当
し
た
。
工
費
一
万
両
は
、
井
沢
の
斡
旋
で
幕
府

が
貸
与
し
、
一
七
二
五
年
着
工
、
排
水
、
干
拓
、
用
水
路
整
備
の
順
に
進

め
、
二
七
年
竣
工
し
た
。
そ
の
後
、
勘
定
奉
行
筧か
け
い

正ま
さ

鋪は
る

が
検
地
を
行
い
、

新
田
総
面
積
一
五
二
五
町
歩
を
打
ち
出
し
、
沼
廻
り
二
三
カ
村
は
、
均
等

割
五
割
、
村
高
割
五
割
で
こ
れ
を
配
分
し
た
。

越
後
国
紫し

雲う
ん

寺じ

潟が
た

新
田
（
新
潟
県
北
蒲
原
郡
）
は
、
新し

発ば

田た

の
西
方
、

日
本
海
に
接
す
る
遊
水
池
（
潟
）
を
干
拓
し
た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
商
人

の
竹
前
屋
権
兵
衛
・
小
八
郎
兄
弟
が
出
願
し
、
幕
府
は
総
工
費
一
万
両
の

う
ち
二
〇
〇
〇
両
を
貸
与
し
た
。
一
七
三
五
年
検
地
が
行
わ
れ
、
四
〇
カ

村
（
の
ち
四
二
カ
村
）、
一
六
四
七
町
歩
余
、
一
万
六
八
五
八
石
余
の
新

田
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

武
蔵
野
新
田
（
東
京
都
西
部
、
埼
玉
県
南
部
）
は
、
当
時
町
奉
行
で
あ
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り
な
が
ら
、
地じ

方か
た

御ご

用よ
う

（
農
政
）
を
兼
務
す
る
大
岡
忠
相
が
、
一
七
二
二

年
開
発
を
始
め
た
。
武
蔵
野
台
地
は
土
地
が
痩
せ
て
お
り
、
開
発
に
は
多

大
な
困
難
が
と
も
な
っ
た
が
、
大
岡
配
下
役
人
た
ち
の
活
躍
や
幕
府
の
資

金
援
助
に
よ
り
、
三
六
年
（
元
文
元
）
大
岡
を
検
地
奉
行
と
す
る
検
地
が

実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
に
人
口
一
〇
〇
万
と
さ
れ
る
大
消
費
都
市

江
戸
に
、
日
々
安
定
的
に
野
菜
や
穀
類
を
供
給
す
る
畑
方
新
田
八
二
カ
村
、

総
石
高
一
万
二
六
〇
〇
石
余
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

見み

沼ぬ
ま

新
田
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）
は
、
武
蔵
国
足
立
郡
の
見
沼
を
干

拓
し
て
で
き
た
。
江
戸
前
期
の
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
四
四
）、
代だ
い

官か
ん

頭が
し
ら

伊い

奈な

忠た
だ

治は
る

が
、
灌か
ん

漑が
い

用
水
池
の
見
沼
溜た
め

井い

を
造
成
し
、
溜
井
下
流
の

南
部
村
々
の
用
水
不
足
を
緩
和
し
開
発
を
進
め
た
。
し
か
し
、
出
水
時
、

溜
井
沿
岸
地
域
が
水
害
を
被
り
、
逆
に
干
ば
つ
時
に
は
、
溜
井
水
が
減
り

用
水
不
足
に
陥
っ
た
。
そ
こ
で
一
七
二
七
年
九
月
、
井
沢
は
溜
井
に
排
水

路
を
設
け
て
荒
川
に
水
を
落
と
し
、
溜
井
を
干
拓
し
て
新
田
と
し
た
。
二

八
年
二
月
に
は
、
見み

沼ぬ
ま

代だ
い

用
水
を
開
き
、
利
根
川
か
ら
新
田
へ
の
給
水
を

安
定
化
し
た
。
同
年
秋
開
発
を
始
め
、
周
辺
一
七
カ
村
の
村
請
と
、
江
戸

町
人
の
請
負
に
よ
り
計
一
二
〇
〇
町
歩
が
成
立
し
た
。
さ
ら
に
周
辺
に
散

在
す
る
大
小
一
〇
の
沼
地
も
干
拓
し
、
約
六
〇
〇
町
歩
の
新
田
を
造
っ
た
。

幕
府
総
工
費
は
、
約
二
〇
万
両
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
下
総
東と
う

金が
ね

新
田
（
千
葉
県
東
金
市
）
や
、
各
地
で
原は
ら

地ち

や
流
り
ゅ
う

作さ
く

場ば

（
河
川
敷
）
も
開
発
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
享
保
の
改
革
の
新
田
開
発
は
、

幕
府
の
開
発
主
義
の
最
終
段
階
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

五
　
米
価
調
整
①
＝
供
給
制
限

享
保
の
改
革
に
よ
り
、
幕
府
の
年
貢
収
入
は
一
七
一
六
～
二
六
年
の
年

間
一
四
〇
万
石
余
か
ら
、
二
七
～
三
〇
年
の
一
五
六
万
石
余
へ
と
増
加
し
、

赤
字
財
政
は
改
善
さ
れ
た
。
三
〇
年
頃
に
は
江
戸
城
奥
金
蔵
に
約
一
〇
〇

万
両
の
金
が
蓄
え
ら
れ
、
四
代
将
軍
家
綱
の
一
六
六
三
年
（
寛
文
三
）
以

来
の
日
光
社
参
（
日
光
東
照
宮
へ
の
参
拝
）
も
六
五
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
。

し
か
し
、
年
貢
米
増
収
は
米
余
り
を
招
き
、「
米
価
安
」
が
深
刻
化
し
た
。

そ
の
た
め
、
吉
宗
は
一
七
二
八
年
、
全
国
幕
領
に
対
し
て
災
害
飢
饉
に
備

え
て
囲
米
を
命
じ
、
年
貢
米
の
一
部
を
村
々
の
郷ご
う

蔵ぐ
ら

や
名
主
家
の
蔵
に
蓄

え
さ
せ
た
。
囲
米
は
、
全
国
総
計
約
六
〇
万
石
に
の
ぼ
っ
た
。
さ
ら
に
、

各
地
の
譜
代
大
名
の
城
の
蔵
に
備
蓄
米
を
置
か
せ
、
全
大
名
に
、
江
戸
と

大
坂
へ
の
廻
米
を
制
限
し
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
に
よ
り
、
幕
府
は
市
場
へ

の
米
供
給
量
を
抑
制
し
た
の
で
あ
る
。

六
　
米
価
調
整
②
＝
需
要
増
大

他
方
、
吉
宗
は
米
価
引
上
の
た
め
、
米
需
要
を
増
や
し
た
。
た
と
え
ば
、

一
七
二
二
年
米
取
引
を
活
発
化
す
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
禁
じ
て
い
た
空か
ら

米ま
い

取と
り

引ひ
き

（
信
用
取
引
）
を
一
部
許
可
し
、
二
八
年
に
は
全
面
解
禁
し
た
。
二

九
年
か
ら
三
一
年
に
か
け
て
幕
府
自
ら
が
米
を
買
っ
て
い
る
。
三
〇
年
に
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は
江
戸
と
大
坂
で
二
八
万
石
を
買
い
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
と
並
行
し
て
吉

宗
は
、
二
五
年
十
一
月
「
天
下
の
台
所
」
大
坂
に
、
米
の
相
場
所
を
設
け
、

江
戸
商
人
の
紀
伊
国
屋
源
兵
衛
、
大
坂
屋
利
右
衛
門
、
野
村
屋
甚
兵
衛
の

三
人
を
送
り
込
み
、
大
坂
中
の
米
仲
買
商
人
を
登
録
さ
せ
統
制
し
よ
う
と

し
た
。
し
か
し
、
大
坂
商
人
の
強
い
抵
抗
に
あ
い
、
二
七
年
二
月
相
場
所

は
廃
止
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
江
戸
の
本
両
替
商
の
中
川
清
三
郎
ら
三
人
が
、

大
坂
堂ど
う

島じ
ま

に
米
会
所
を
設
立
し
た
が
、
こ
れ
も
三
〇
年
五
月
に
廃
止
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
冬
木
善
三
郎
ら
五
人
が
三
た
び
会
所
を
設
立
し
た
が
、
従

来
か
ら
反
対
を
唱
え
て
い
た
堂
島
の
米
仲
買
た
ち
は
、
江
戸
に
代
表
を
送

り
老
中
に
訴
え
た
。
こ
の
結
果
、「
大
坂
米
商
の
儀
、
古
来
致
し
来
り
候

通
り
」
と
い
う
幕
府
裁
定
が
下
り
、
冬
木
ら
の
会
所
も
わ
ず
か
三
カ
月
で

廃
止
と
な
っ
た
。
江
戸
商
人
の
資
本
を
利
用
し
、
直
接
大
坂
の
米
相
場
を

掌
握
し
、
米
価
を
上
げ
よ
う
と
し
た
吉
宗
の
政
策
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
の
後
、
幕
府
は
三
五
年
十
月
に
公
定
価
格
を
定
め
、
そ
れ
よ
り
安
く

売
っ
た
場
合
は
運
上
金
を
課
す
と
し
、
米
屋
は
毎
月
売
買
価
格
を
町
奉
行

所
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。
翌
十
一
月
、
こ
れ
ら
諸
政
策
を
徹
底
す
る

た
め
、
南
北
両
町
奉
行
と
勘
定
奉
行
に
指
示
し
、
周
知
徹
底
を
は
か
っ
た
。

四
四
年
（
延
享
元
）
九
月
十
日
、
江
戸
の
米
問
屋
、
米
仲
買
、
地
廻
り
問

屋
一
〇
七
人
が
呼
び
出
さ
れ
、
高た
か

間ま

伝で
ん

兵べ

衛え

な
ど
御お

米こ
め

方か
た

役
人
ら
の
最
高

五
〇
〇
〇
石
を
筆
頭
に
、
総
計
一
〇
万
三
五
〇
〇
石
の
買
米
が
命
ぜ
ら
れ

た
。
翌
十
月
に
も
江
戸
の
富
裕
商
人
百
数
十
人
が
呼
ば
れ
、
大お
お

伝て
ん

馬ま

町ち
ょ
う

（
中
央
区
）
木
綿
問
屋
の
大
和
屋
三
郎
右
衛
門
の
七
〇
〇
〇
石
を
筆
頭
に

総
計
二
四
万
石
余
の
買
米
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
米
価
政
策
に

明
け
暮
れ
た
吉
宗
は
、「
米こ
め

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

」
と
仇あ
だ

名な

さ
れ
た
。
幕
末
期
、
越
前
福

井
藩
主
の
松
平
慶よ
し

永な
が

は
、
著
書
『
閑か
ん

窓そ
う

秉へ
い

筆ひ
つ

』
に
お
い
て
、
吉
宗
が
没
し

た
あ
と
遺
物
を
整
理
し
て
い
る
と
、
い
つ
も
吉
宗
が
側
に
置
い
て
い
た
箱

の
中
か
ら
数
百
枚
の
反ほ

古ご

紙し

が
出
て
き
た
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
紙
の
裏

に
は
細
か
い
数
字
が
書
き
連
ね
て
あ
り
、
よ
く
見
る
と
浅
草
の
米
相
場
で

あ
っ
た
と
い
う
。
事
実
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
米
将
軍
吉
宗
ら
し
い
逸

話
と
い
え
る
。

享
保
の
改
革
の
新
田
開
発
は
、
年
貢
増
収
で
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
つ

つ
も
、
市
場
で
は
米
余
り
現
象
を
招
き
、
米
価
調
整
を
必
然
化
し
た
。
た

だ
し
、
新
田
開
発
と
米
価
調
整
が
、
と
も
に
商
人
資
本
に
依
拠
し
て
展
開

さ
れ
た
こ
と
は
見
逃
が
せ
な
い
。
こ
の
時
期
、
商
人
資
本
は
、
幕
府
に
と

っ
て
抑
圧
・
統
制
の
対
象
か
ら
、
共
生
・
共
存
の
対
象
へ
と
大
き
く
変
化

し
た
の
で
あ
る
。
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